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（取組の概要）                       

近年マスプロ的大学が送り出す卒業生にたいしては、「専門レベルが不足」「社

会人として他者とコミュニケートできない」という不満が聞かれる。当学部で

は「４年生卒業時には即戦力」「IT のプロとして社会に貢献する志をもつ」とい

う目標を掲げている。すなわち高度専門教育と人間教育を同時に一体化して達

成する教育を計画し実践してきた。 

教育を表面的な講義の単位数で測るような考え方では、両者を同時に達成す

ることは至難にも思われるが、この両者は別角度から捉えるべきものである。

我々は、人間教育として実績が認められている松下村塾や旧制高校の全寮制が

もつ要因を分析し、高度専門教育として実績がある MIT やスタンフォードの方

法を調査した。その結果我々が選んだ解決策が、「１年次からの講座配属を行う

小講座制」である。これは１年次から座席と UNIX ワークステーションを学生一

人ずつに与え、学生の部屋に隣接して担当教員の部屋を配置して、生活時間の

大半を教員と学生が密着して過ごす方法である。 

成果として開学６年目の昨年度の４年生による学会発表は７０件を超え、春

の情報処理学会全国大会での学生奨励賞受賞者は８件を数えた。この数は全大

学中１位であった。 

（採択理由）  

開学前の構想からスタートし、６年間継続的な取組をしている本方式は、「入学から

卒業までの一貫した小講座制」と「複数学年の学生が同居するシステム」を軸に、高

度専門教育と人間教育の一体化を進める姿勢に顕著な特色があります。１年次から

の小講座制は講座内で学生が縦・横の交流を図ることによって人間的な成長と組織

学習の実現を可能とし、学部生の学会発表やアンケート調査でその有効性が認めら

れます。１～４年次生が同居するシステムは、従来から年次に区切られていた教育シ

ステムを抜本的に革新する意味を持つもので、学生のコミュニケーション能力、協調

性、社会性を高める教育システムとして、他大学にも参考になる事例です。 

 本取組による学生の付加価値化の確認には、卒業生の社会における評価が待た

れますが、「実学実践の拠点から２１世紀をリードする人材養成」という建学理念の基

に、社会から求められる教育を更に推進していくことを期待します。 




